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書籍の概要 
本書は、19 世紀後半から第一次世界大戦勃発までと

いう、世界経済の一体化が進んだ時代に、ロシア帝国
がどのように世界経済と向き合ったかを、海運を通し
て研究したものです。中でも、1879 年 （正式な就航は
翌年）からオデッサとウラジオストクとを結ぶ路線を
中心に活動したロシア義勇艦隊という組織に着目し、
義勇艦隊をめぐって交差する政治的思惑を、ロシアで
集めた史料を主に使って考察しています。義勇艦隊
は、長崎や敦賀にも寄港した点で日本ともかかわりが
あり、茶の輸送のために中国や英領インドにも寄港
し、日露戦争後の一時期は、大西洋を横断してニュー
ヨークへも船を走らせるなど、その航路網は世界的な
広がりを見せました。さらに、義勇艦隊と同時期に活
動した他のロシアの船会社もあわせて研究すること
で、「陸の帝国」と呼ばれるロシア帝国が、海域にも乗
り出していたことを明らかにした、世界的にも珍しい
研究です。 

著者から一言 
私はもともと、第 1 部で扱ったロシア極東の歴史を

研究していました。その延長で、第 3 章のテーマであ
る茶貿易の史料をペテルブルグの文書館で探してい
た時、見つけたのが、本書のメインである義勇艦隊の
史料です。以前から義勇艦隊の存在は知っていたもの
の、あまり重視していませんでした。しかし史料を読
むと、ひょっとしたら世界経済とロシア帝国を結ぶ、
かなり重要な存在ではないかと気が付きました。しか
も、当時のロシアには他にも面白そうな船会社があ
り、いずれも史料はかなり残っているのに、ロシア人
ですらほとんど研究していない。そこで、それから史
料をかき集め、10 年かけて何とかまとめたのが本書で
す。 
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